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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
勤
務
医
未
入
会
者
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
で
報
道
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど
の
写
真
で

個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や
録
音
は
お

断
り
し
ま
す
。

※
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
と
は
、
医
科
・
歯
科
両
協
会
が
協
同
組
合
会
館
５
Ｆ

に
共
同
で
建
て
た
ホ
ー
ル
の
名
で
す
。

協会行事案内講習会へ参加ご希望の方は、必ず事前に協会
までお申し込み下さい。 お申し込みは 電　　話　06-6568-7731

ファクス　06-6568-0564

日
時　

２
月
28
日
（
土
）
午
後
２
時
30
分
〜
６
時
30
分

会
場　
天
王
寺
東
映
ホ
テ
ル（
Ｊ
Ｒ「
天
王
寺
」駅
北
口
か
ら
徒
歩
２
分
）

講
師　
補
永
栄
子
氏（
大
阪
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
／
小
児
・
青
年
精
神
科
）

会
費　

無
料
（
懇
親
会
参
加
者
は
６
千
円
）　

定
員　

30
人

内
容　

１
部
：
勉
強
会
「
注
意
欠
陥
・
多
動
性
障
害―

Ａ
Ｄ

　
　
　
　
　

Ｈ
Ｄ
の
基
礎
知
識
と
臨
床
ー
」

　
　
　

２
部
：
懇
親
会
（
午
後
４
時
30
分
〜
）

※
保
育
室
あ
り
（
希
望
者
は
事
前
に
申
し
込
み
）

「
女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の
集
い
」

日
時　

２
月
28
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

会
場　
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル（
保
険
医
会
館
隣
り
）　　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

内
容　
「
検
査
・
画
像
診
断
・
投
薬
・
麻
酔
、
処
置
、
手
術
」

※『
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
』（
２
０
０
８
年
４
月
版
）を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

シ
リ
ー
ズ
社
保
講
習
会〈
第
２
回
〉

期
間　

 

２
月
28
日
（
土
）〜
３
月
13
日
（
金
）（
但
し
、
日
曜

は
除
く
）―

事
前
の
予
約
制
で
す

時
間　

 

お
一
人
２
時
間　

①
10
時
00
分
〜
②
13
時
00
分
〜

　
　
　

③
15
時
00
分
〜

※
医
業
以
外
の
所
得
（
不
動
産
、
譲
渡
等
）
が
あ
る
場
合
は

予
約
時
に
必
ず
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

担
当　

協
会
顧
問
税
理
士
団
及
び
経
税
部

費
用　

原
則　

医
業
所
得
の
み
の
場
合
２
万
円

確
定
申
告　

個
別
相
談
会

日
時　

３
月
15
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル（
保
険
医
会
館
隣
り
）　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

親
里
嘉
健
氏
（
西
宮
市
開
業
）

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

「
咬
合
誘
導
」

３
月
度
生
涯
研
修
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朱
蒙
（
チ
ュ
モ
ン
）
と
は

韓
国
で
は
弓
の
名
手
と
い
う

意
味
で
あ
る
。
先
週
、
全
80

話
あ
っ
た
韓
流
ド
ラ
マ
「
朱

蒙
」
が
つ
い
に
最
終
話
を
む

か
え
た
。
こ
の
半
年
程
の

間
、
毎
週
土
曜
の
深
夜
に
放

送
さ
れ
て
い
た
こ
の
ド
ラ
マ

を
欠
か
す
事
は
無
か
っ
た
。

も
し
見
逃
す
事
が
あ
れ
ば
、

レ
ン
タ
ル
を
待
ち
、
全
80
話

を
様
ざ
ま
な
想
い
を
抱
き
な

が
ら
、
見
終
え
る
事
と
な
っ

た
。

　

私
は
日
本
ド
ラ
マ
に
は
ま

る
事
は
あ
っ
て
も
、
韓
国
ド

ラ
マ
に
は
ま
る
事
は
か
つ
て

一
度
も
無
か
っ
た
。
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
、
約
５
年
程
前

か
ら
の
韓
流
ブ
ー
ム
を
冷
め

た
い
目
で
見
て
き
た
人
間
で

あ
る
。
韓
流
ス
タ
ー
と
呼
ば

れ
る
俳
優
が
来
日
す
る
度
に

空
港
へ
詰
め
よ
り
、
韓
国
ド

ラ
マ
で
涙
を
流
し
、
韓
流
ツ

ア
ー
と
称
さ
れ
る
旅
行
に
出

か
け
る
中
年
女
性
の
気
持
ち

が
分
か
ら
ず
に
い
た
。
そ
ん

な
私
が
何
故
？　

と
思
わ
れ

る
で
あ
ろ
う
。
き
っ
か
け

は
、
私
の
義
母
の
影
響
で
あ

っ
た
が
、
こ
こ
ま
で
自
分
自

身
が
ど
っ
ぷ
り
と
浸
っ
て
し

ま
っ
た
の
は
、
韓
国
ド
ラ
マ

そ
の
も
の
に
あ
る
。

　

ま
ず
韓
国
ド
ラ
マ
は
、
日

本
ド
ラ
マ
と
違
い
、
ス
ト
ー

リ
ー
展
開
が
明
解
で
あ
る
。

そ
し
て
各
々
の
人
物
像
の
設

定
が
、
善
と
悪
で
し
っ
か
り

と
区
別
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
テ
ー
マ
性
と
い
う
も
の

が
分
か
り
や
す
く
、
そ
の
テ

韓
流
ド
ラ
マ
に
投
影

六
本　

裕
嗣
（
住
之
江
区
）

ー
マ
が
視
聴
者
を
共
感
さ

せ
、
深
く
語
り
か
け
て
く
る

も
の
で
あ
る
。「
朱
蒙
」
も

一
人
の
主
人
公
が
建
国
を
目

指
し
、
様
々
な
試
練
に
立
ち

向
か
っ
て
い
く
と
い
う
ス
ト

ー
リ
ー
で
あ
る
。
毎
週
、
建

国
ま
で
に
立
ち
は
だ
か
る
試

練
と
そ
の
運
命
を
ど
う
乗
り

越
え
、
受
け
入
れ
て
い
く
か

と
い
う
テ
ー
マ
が
あ
る
。
私

自
身
、
日
々
の
仕
事
や
出
来

事
に
あ
る
試
練
に
対
し
、
思

い
悩
ん
で
い
た
こ
と
も
あ

り
、
主
人
公
に
共
感
を
覚
え

た
の
で
あ
る
。

　

我
わ
れ
は
常
に
運
命
に
翻

弄
さ
れ
な
が
ら
も
、
小
さ
な

事
か
ら
大
き
な
事
に
悩
み
生

活
し
て
い
る
。
そ
ん
な
日
々

の
生
活
の
中
で
、「
朱
蒙
」

の
放
送
が
心
待
ち
に
な
る
の

も
自
然
で
あ
ろ
う
。
今
週
は

主
人
公
が
ど
ん
な
試
練
に
悩

み
、
そ
の
運
命
を
受
け
入
れ

て
い
く
の
か
、
自
分
に
重
ね

合
わ
せ
て
観
て
し
ま
う
の

だ
。
主
人
公
を
自
分
に
置
き

換
え
、
そ
の
ロ
ケ
地
に
憧
れ

を
覚
え
る
よ
う
に
な
り
、
次

第
に
真
剣
に
韓
国
へ
訪
れ
た

い
と
考
え
始
め
た
。
韓
国
語

を
勉
強
し
、
主
人
公
の
台
詞

を
理
解
し
た
い
と
い
う
思
い

入
れ
も
強
く
な
っ
た
。

　

今
ま
で
韓
流
ブ
ー
ム
は
中

年
女
性
の
間
だ
け
の
も
の
と

小
馬
鹿
に
し
て
い
た
が
、
次

第
に
自
分
も
そ
の
流
れ
に
の

っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
こ

と
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
果

た
し
て
自
分
自
身
が
、
年
老

い
て
き
た
の
か
。そ
れ
と
も
、

た
だ
日
本
ド
ラ
マ
に
は
ま
る

同
様
の
も
の
な
の
か
。
後
者

で
あ
る
こ
と
を
願
い
た
い
。

　

六
本
裕
嗣
先
生
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
回

は
、
山
口
太
朗
先
生
（
旭

区
）
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ

ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

絵　藤田　進 （河内長野市）

北大阪･西部
合同講習会

ポ
イ
ン
ト
は
ミ
ス
報
告

医
療
事
故
防
止
策
を
見
直
す

　

協
会
の
北
大
阪
地
区
と
大

阪
市
西
部
地
区
は
合
同
で
１

月
25
日
、
地
区
講
習
会
「
歯

科
医
院
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
〜
医
療
安
全

を
確
保
す
る
た
め
に
〜
」
を

梅
田
・
新
阪
急
ホ
テ
ル
で
開

き
、
32
人
が
参
加
し
た
。
講

師
は
、
名
取
淳
氏
（
西
淀
川

・
名
取
病
院
歯
科
口
腔
外
科

部
長
）
が
務
め
た
。

　

「
昨
今
、
数
多
く
の
医
療

訴
訟
と
い
う
漠
然
と
し
た
外

圧
が
押
し
寄
せ
て
い
る
。
歯

科
医
療
界
に
お
い
て
も
、
も

は
や
医
療
訴
訟
は
他
人
事
と

は
言
え
な
い
時
期
に
来
て
い

る
」
と
名
取
氏
が
講
演
要
旨

で
述
べ
て
い
る
と
お
り
、
我

わ
れ
の
日
常
診
療
を
も
う
一

度
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
と
い
う
視
点
で
見
直
す
良

い
機
会
に
な
っ
た
。

　

医
療
安
全
の
確
保
は
自
明

の
こ
と
と
し
て
意
識
は
し
て

い
て
も
、
日
常
診
療
で
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
方
法
・
手

段
を
と
っ
て
い
る
の
か
と
改

め
て
指
摘
さ
れ
る
と
、
必
ず

し
も
十
分
で
あ
る
と
は
い
え

な
い
こ
と
に
気
付
か
さ
れ

た
。
医
療
訴
訟
に
な
っ
た
、

ま
た
は
な
り
か
け
た
症
例
の

具
体
例
の
紹
介
で
、
名
取
氏

は
①
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン

セ
ン
ト
の
要
件
を
満
た
し
た

か
ど
う
か
②
自
院
の
治
療
範

囲
を
理
解
し
て
い
た
か
ど
う

か
、
つ
ま
り
後
医
に
送
る
勇

気
が
あ
る
か
ど
う
か―

―

の

２
点
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で

あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
。

　

リ
ス
ク
の
把
握
に
つ
い
て

は
、
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
、
つ

ま
り
イ
ン
シ
デ
ン
ト
の
レ
ポ

ー
ト
報
告
制
度
が
有
効
で
あ

り
、
そ
の
重
要
性
を
話
さ
れ

た
。
医
院
の
ス
タ
ッ
フ
全
員

が
、
医
療
安
全
に
取
り
組
む

姿
勢
と
体
制
を
と
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
ど

ん
な
小
さ
な
ミ
ス
で
も
見
逃

さ
ず
、
自
ら
報
告
す
る
シ
ス

テ
ム
を
作
る
こ
と
が
、
大
き

な
医
療
事
故
を
防
ぐ
一
番
の

方
法
手
段
で
あ
る
と
強
調
さ

れ
た
。

　

最
後
に
安
全
は
99
％
の
無

駄
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
お

り
、
医
療
事
故
防
止
の
た
め

に
は
ゆ
と
り
が
必
要
で
あ
る

と
講
演
を
し
め
く
く
っ
た
。

 

（
吹
田
市
・
平
川
光
彦
）

　

協
会
の
組
織
部
は
、
会
員

同
士
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
新
た
な
企
画

と
し
て
「
男
の
料
理
教
室
」

を
１
月
31
日
に
大
阪
市
内
で

開
き
、
16
人
が
参
加
し
た
。

　

料
理
初
心
者
か
ら
経
験
者

ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
の

参
加
者
た
ち
は
、
講
師
の
解

説
を
加
え
な
が
ら
の
実
演
に

真
剣
に
耳
を
傾
け
、
熱
心
に

メ
モ
を
取
っ
て
い
た
。
し
か

し
、
調
理
が
始
ま
る
と
和
気

あ
い
あ
い
と
取
り
組
み
、
調

理
終
了
後
は
作
っ
た
料
理
を

試
食
し
な
が
ら
歓
談
し
た
。

（
メ
ニ
ュ
ー
は
豚
肉
と
水
菜

の
は
り
は
り
、

貝
と
わ
け
ぎ
の

ぬ
た
、
か
す

汁
、
酒
ま
ん
じ

ゅ
う
）

　

参
加
者
か
ら

は
「
奥
さ
ん
を

驚
か
せ
た
い
」

や
「
暗
い
話
題

が
多
い
昨
今
、

久
し
ぶ
り
に
明

る
く
楽
し
め

た
」
な
ど
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ

る
な
ど
、
非
常

に
好
評
だ
っ

た
。

講師（中）の実演を真剣に見つめる参加者（両端）
＝１月31日、大阪市内　　　　　　　　　　　

組織部

「奥さんを驚かせたい」
男の料理教室を開催

日
時　

３
月
14
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

会
場　

 

天
満
橋･

Ｏ
Ｍ
Ｍ
ビ
ル
２
階
１
号
室（
京
阪「
天
満
橋
」

東
出
口
、地
下
鉄
谷
町
線「
天
満
橋
」１
番
出
口
か
ら
）

講
師　

副
島
之
彦
氏
（
門
真
市
開
業
）　

定
員　

50
人

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

記
念
講
演「
小
児
患
者
へ
の
診
療
の
ポ
イ
ン
ト
」

北
河
内
地
区
総
会

日
時　

３
月
22
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
12
時

会
場　

 

茨
木
福
祉
文
化
会
館
（
オ
ー
ク
シ
ア
タ
ー
）（
阪
急

「
茨
木
市
」
駅
・
Ｊ
Ｒ
「
茨
木
」
か
ら
徒
歩
10
分
）

講
師　

小
川
歓
氏
（
都
島
区
開
業
）　

定
員　

30
人

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

記
念
講
演「
根
管
内
細
菌
の
嫌
気
的
培
養
に
つ
い
て
」（
仮
題
）

三
島
地
区
総
会

日
時　

３
月
22
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
12
時

会
場　

 

千
里
阪
急
ホ
テ
ル
・
ク
リ
ス
タ
ル
ホ
ー
ル
（
地
下
鉄

「
千
里
中
央
」
駅
南
出
口
か
ら
徒
歩
３
分
）

講
師　

大
西
徹
郎
氏（
市
立
池
田
病
院
歯
科
口
腔
外
科
部
長
）

会
費　

会
員
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円　

定
員　

１
０
０
人

記
念
講
演「
口
を
管
理
す
る
」―

急
性
期
病
院
の
口
腔

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら
み
え
て
き
た
も
の―

（
仮
題
）

北
大
阪
地
区
総
会


